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私
た
ち
の
暮
ら
す
こ
の
ま
ち
は
、人
々
が
住
み
、働
き
、学
び
、憩

う
場
と
し
て
、現
在
、そ
し
て
未
来
へ
と
、時
代
の
流
れ
や
社
会
の

変
化
の
な
か
で
、姿
を
変
え
て
生
き
続
け
て
い
き
ま
す
。 �

�

　
私
た
ち
は
、一
人
ひ
と
り
が
輝
き
な
が
ら
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
、こ
の
ふ
る
さ
と
を
新
た
な
世
代
へ
と
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

�

　
ま
ち
づ
く
り
は
、過
去
か
ら
現
在
、そ
し
て
未
来
へ
と
熱
い
思
い

を
語
り
継
ぎ
、夢
を
形
に
し
て
い
く
物
語
で
す
。�

　
２１
世
紀
初
頭
を
迎
え
た
今
、
私
た
ち

の
住
む
自
治
体
は
、
地
方
分
権
の
一
層
の

進
展
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
伴
う
三
位
一
体

改
革
の
推
進
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
時

代
の
到
来
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
へ

の
移
行
、
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
の
高
ま

り
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
情
報

化
・
国
際
化
の
一
層
の
進
展
な
ど
、
社
会
・

経
済
情
勢
は
急
速
に
変
化
し
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
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�
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し
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語
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始
ま
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タ
イ
ト
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東
温
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総
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計
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な
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創
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お
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テ
ー
マ
は『
い
の
ち
輝
き
　
緑
あ
ふ
れ
る
　
東
温
市
』�
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　市議会の議員、行政委員会の委員、
市内の公共団体等の役員、学識経験者
など２０名で構成された東温市総合計画
審議会でこの計画は審議されました。�

い
ま
す
。�

　
東
温
市
は
、
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
し
、

地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

行
財
政
基
盤
の
充
実
し
た
力
強
い
自
治
体

を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
１６
年
９
月
２１

日
に
、
重
信
町
と
川
内
町
の
２
町
の
合
併

に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
合
併
は
ま
ち
づ
く
り
の
手
段

で
あ
り
、
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

自
治
体
の
財
政
状
況
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か

し
、
市
民
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
り
、

市
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
つ
つ
、

本
市
の
進
む
べ
き
方
向
の
明
確
化
と
、
そ

れ
を
実
現
す
る
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
や
時

代
変
化
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
新
し
い
ス

タ
イ
ル
の
自
治
体
を
市
民
参
画
・
協
働
の

も
と
に
創
造
し
て
い
く
た
め
、
合
併
時
に

策
定
し
た
「
新
市
建
設
計
画
」
を
基
本
に

し
な
が
ら
、
市
民
全
員
の
共
通
目
標
と
し

て
、
ま
た
、
自
立
し
た
新
た
な
公
共
空
間

の
創
造
に
向
け
た
経
営
プ
ラ
ン
と
し
て
、

こ
こ
に
「
東
温
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。�

　
な
お
、
こ
の
計
画
は
市
議
会
議
員
や
行

政
委
員
会
の
委
員
、
市
内
の
公
共
団
体
等

の
役
員
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
東

温
市
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し

た
。�

　
そ
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
に
幅
広
く
親

し
ま
れ
る
よ
う
、
計
画
の
愛
称
を
、「
あ

な
た
が
創
る
と
う
お
ん
未
来
プ
ラ
ン
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

��

第
一
章
　
計
画
の
役
割�

　
東
温
市
民
み
ん
な
の
『
共
通
目
標
』�

　
こ
の
計
画
は
、
東
温
市
民
に
と
っ
て
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の
た

め
に
必
要
な
施
策
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
・

協
働
す
る
た
め
の
市
民
み
ん
な
の
ま
ち
づ

く
り
の
共
通
目
標
で
す
。�

�

　
自
立
し
た
東
温
市
を�

　
創
造
・
経
営
す
る
『
経
営
プ
ラ
ン
』�

　
こ
の
計
画
は
、
東
温
市
行
政
に
と
っ
て

は
、
民
間
経
営
理
念
・
手
法
導
入
の
視
点

に
立
ち
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

自
立
し
た
新
た
な
公
共
空
間
を
創
造
し
、

持
続
的
に
経
営
し
て
い
く
た
め
の
総
合
的

な
経
営
プ
ラ
ン
で
す
。�

�

　
国
及
び
県
、
広
域
行
政
に�

　
対
す
る
『
東
温
市
の
主
張
』�

　
こ
の
計
画
は
、
国
や
愛
媛
県
、
松
山
圏

域
な
ど
の
広
域
的
な
行
政
に
対
し
て
は
、

市
と
し
て
必
要
な
施
策
を
要
請
し
て
い
く

た
め
の
東
温
市
の
主
張
を
示
す
も
の
で
す
。�
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�
第
二
章
　
東
温
市
の
特
性
と
課
題�

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
前
に
、
東
温
市
の
現
状
や

市
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

東
温
市
の
位
置
や
地
勢
、
人
口
や
世
帯
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。�

�

　
位
置
と
地
勢
、
面
積
等�

　
東
温
市
は
、
愛
媛
県
の
中
央
部
に
広
が

る
松
山
平
野
の
東
部
に
あ
っ
て
、
県
都
松

山
市
か
ら
１２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

東
は
西
条
市
、
西
は
松
山
市
、
南
は
久
万

高
原
町
、
北
は
今
治
市
と
接
し
て
い
ま
す
。�

東
に
石
鎚
山
地
、
南
に
皿
ヶ
嶺
連
峰
、
北

に
高
縄
山
塊
を
望
み
、
三
方
の
山
間
部
と

西
の
松
山
平
野
に
向
か
っ
て
広
が
る
扇
状

の
平
坦
地
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
中
央
部
を
流
れ
る
重
信
川
を

は
じ
め
、
こ
れ
に
合
流
す
る
表
川
や
東
部

の
山
間
部
を
流
れ
る
滑
川
な
ど
、
数
多
く

の
河
川
が
流
れ
る
ほ
か
、
泉
や
た
め
池
も

多
く
、
潤
い
の
あ
る
自
然
豊
か
な
地
勢
を

有
し
て
い
ま
す
。�

　
気
候
は
、
温
暖
で
降
雨
量

が
比
較
的
少
な
い
瀬
戸
内
式

に
属
し
て
い
ま
す
。�

　
総
面
積
は
、
２
１
１
・
４

５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。�
�

　
人
口
と
世
帯�

　
平
成
１７
年
１０
月
１
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
と
、

本
市
の
総
人
口
は
３
４
，６

０
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
７
年
か
ら
平
成
１７
年

の
１０
年
間
の
状
況
を
み
る
と
、

平
成
７
年
３
２
，７
５
４
人
、

平
成
１２
年
３
４
，１
３
０
人
、

平
成
１７
年
３
４
，６
０
５
人

と
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
，

８
５
１
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の

内
訳
を
み
る
と
、
平
成
７
年

か
ら
平
成
１２
年
ま
で
の
５
年
間
の
増
加

が
１
，３
７
６
人
、
年
平
均
約
２
７
５
人

で
、
平
成
１２
年
か
ら
平
成
１７
年
ま
で
の

５
年
間
の
増
加
が
４
７
５
人
、年
平
均
９５

人
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
率
は
大
幅
に
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。�

　
世
帯
数
は
１
３
，０
９
０
世
帯
で
、
微

増
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
一
世
帯

当
人
数
は
２
・
６
４
人
で
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
市
の
人
口
を
年
齢
階
層
別
に

み
る
と
、
１４
歳
以
下
の
年
少
人
口
は
４
，７

８
３
人
（
１３
・
８
％
）、
１５
〜
６４
歳
の
生

産
年
齢
人
口
は
２
２
，２
９
２
人
（
６４
・
４

％
）、
６５
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
７
，５
３

０
人
（
２１
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
１０
年
間
で
、
年
少
人
口
は
８
９
５
人

の
減
少
、
生
産
年
齢
人
口
は
８
８
９
人
の

増
加
、
老
年
人
口
は
１
，８
５
３
人
の
増
加

と
な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。�

�
第
三
章
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の�

　
　
　
　
市
民
の
意
識
と
期
待�

�

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
こ
の
東
温
市
を
、「
ど

ん
な
ま
ち
だ
と
感
じ
、
そ
れ
が
ど
う
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。�

　
よ
り
よ
い
総
合
計
画
策
定
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
集
約
し
、
市
と
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
具
体
的
に
何
を
す
べ
き

か
を
計
画
す
る
。
こ
の
過
程
が
総
合
計
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健康・福祉のまち� 48.2

環境先進のまち� 42.8

快適住環境のまち� 24.1

子育て・教育のまち� 17.4

生涯学習・文化・スポーツのまち� 16.7

市民主役のまち� 9.8

商工業のまち� 8.0

農林業のまち� 6.4

交流と賑わいのまち� 6.1

情報化推進のまち� 3.8

歴史のまち� 3.0

その他�0.8

0 10 20 30 40 50 60

環境先進のまち� 46.9

生涯学習・文化・スポーツのまち� 36.6

健康・福祉のまち� 20.9

快適住環境のまち� 18.4

交流と賑わいのまち� 14.1

情報化推進のまち� 12.5

歴史のまち� 7.8

市民主役のまち� 5.9

農林業のまち� 5.3

子育て・教育のまち� 3.1

商工業のまち� 3.1

その他� 1.9

0 10 20 30 40 50 60

■今後のまちづくりの特色（一般市民・複数回答）�
（単位：％）�

■今後のまちづくりの特色（中学生・複数回答）�
（単位：％）�

画
の
策
定
作
業
で
あ
り
、
こ
う
し
て
で

き
あ
が
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ
ン
が
総

合
計
画
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
あ
る

べ
き
将
来
像
や
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
を
生
か
し
て

東
温
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
一
般
市

民
と
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。�

�

　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら�

　
東
温
市
に
住
ん
で
い
る
市
民
が
ど
の
程

度
満
足
し
て
い
る
か
、
市
民
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
満
足
度
を
把
握
す
る
調
査

で
は
、
満
足
度
が
最
も
高
い
項
目
は
「
自

然
環
境
の
豊
か
さ
」
で
、
次
い
で
「
上
水

道
の
整
備
状
況
」、
「
消
防
・
防
災
対
策

の
状
況
」
と
続
き
、
以
下
、「
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備
の
状
況
」、「
公

園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備
状
況
」、
「
ご
み

処
理
等
環
境
衛
生
対
策
の
状
況
」
な
ど
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
満
足
度
が
最
も
低
い
項
目
は
「
雇

用
対
策
・
勤
労
者
福
祉
の
状
況
」
で
、
次

い
で
「
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
」、
「
消
費
者
対
策
の
状
況
」、
「
情
報

通
信
網
の
整
備
状
況
」、
「
土
地
利
用
の

状
況
」、「
市
街
地
の
整
備
状
況
」
な
ど
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
が
何
を
重
視
し
て
い
る
か
把
握
す
る

た
め
の
調
査
で
は
、
重
要
度
が
最
も
高
い

項
目
は
「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」、「
ご
み

処
理
等
環
境
衛
生
対
策
の
状
況
」、
続
い

て
「
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備

の
状
況
」、
「
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整

備
状
況
」、「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
状

況
」
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
東
温
市
を
ど
の
よ
う
な
特
色
の
あ
る
ま

ち
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
１２
の
選
択
肢

の
中
か
ら
２
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
環
境
が
充

実
し
た
、人
に
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉

の
ま
ち
」（
４８
・
２
％
）
が
約
半
数
の
人

か
ら
選
ば
れ
て
第
１
位
、
次
い
で
「
豊
か

な
自
然
と
共
生
し
、
循
環
型
社
会
を
目
指

し
た
環
境
先
進
の
ま
ち
」（
４２
・
８
％
）

が
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

他
の
回
答
を
引
き
離
し
、
市
民
が
期
待
す

る
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
２
大
方
向
と
な

っ
て
お
り
、『
健
康
福
祉
』
と
『
環
境
』
を

重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。�

　
そ
の
他
で
は
、「
計
画
的
な
市
街
地
整

備
や
、
道
路
・
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
快

適
住
環
境
の
ま
ち
」（
２４
・
１
％
）、「
保

育
・
教
育
環
境
が
充
実
し
た
子
育
て
・
教

育
の
ま
ち
」（
１７
・
４
％
）、
「
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
学
習
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
（
１６
・
７
％
）

な
ど
と
続
い
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
設
問
に
つ
い
て
、
中
学
生

の
結
果
を
み
て
み
る
と
、
「
環
境
先
進
の

ま
ち
」
（
４６
・
９
％
）
が
第
１
位
、
次
い

で
「
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
」（
３６
・
６
％
）
が
第
２
位
、
「
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
」
（
２０
・
９
％
）
が
第
３
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
市
民
と
比
べ
る
と
、『
環
境
』
を

重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
傾
向
が
強

い
こ
と
、
そ
し
て
『
生
涯
学
習
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
』
へ
の
関
心
が
強
い
こ
と
な
ど

の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。�

�

11,002 11,300
11,597 11,745 11,966 12,179

12,335 12,534 12,701 12,884
13,090
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�
第
四
章
　
計
画
の
構
成
と
期
間�

　
こ
の
東
温
市
総
合
計
画
「
あ
な
た
が
創

る
と
う
お
ん
未
来
プ
ラ
ン
」
は
、「
基
本

構
想
」、
「
基
本
計
画
」、
「
実
施
計
画
」

の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
基
本
構
想�

　
基
本
構
想
は
、
市
の
特
性
や
市
民
の
意

識
と
期
待
、
時
代
変
化
の
方
向
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
目
指
す
将
来
像
と
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
目
標
及
び
施

策
の
大
綱
、
重
点
施
策
等
を
示
し
た
も
の

で
す
。
計
画
期
間
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら

平
成
２７
年
度
（
２
０
１
５
年
）
ま
で
の
１０

年
間
と
し
ま
す
。�

�����������������

　
基
本
計
画�

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

今
後
推
進
す
べ
き
主
要
施
策
を
行
政
の
各

分
野
に
わ
た
っ
て
体
系
的
に
示
し
た
も
の

で
す
。
計
画
期
間
は
、
基
本
構
想
と
同
じ

１０
年
間
で
す
が
、
急
速
に
変
化
す
る
社

会
情
勢
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。�

�

　
実
施
計
画�

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
示
し
た
主

要
施
策
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
実
施
す
る

事
業
を
定
め
た
も
の
で
、
事
業
の
優
先
順

位
や
具
体
的
な
事
業
内
容
、
財
源
等
を
示

し
た
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は
３
年
間
で

で
す
。�

�����������������

�

第
五
章
　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の�

　
　
　
　
3
つ
の
原
則�

　
東
温
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
重
視
す

る
基
本
原
則
を
３
つ
定
め
ま
す
。�

�

　「
環
境
と
健
康
」
の
重
視�

　
自
然
と
の
共
生
を
基
本
に
、
環
境
を
重

視
し
た
持
続
可
能
な
循
環
型
の
社
会
づ
く

り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
健
康
を
増
進
し

元
気
に
な
る
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。�

�

　「
東
温
ら
し
さ
」
の
創
造
と
発
信�

　
東
温
市
な
ら
で
は
の
特
性
・
資
源
を
生

か
し
、
東
温
ら
し
さ
が
輝
く
個
性
あ
ふ
れ

る
産
業
や
文
化
、
教
育
、
環
境
、
交
流
、

暮
ら
し
、
さ
ら
に
は
人
材
や
ま
ち
づ
く
り

の
仕
組
み
を
創
造
し
、
全
国
・
世
界
に
向

け
て
発
信
す
る
、
き
ら
り
と
光
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。�

�

　「
協
働
体
制
と
自
立
力
」
の
強
化�

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
市
民
及
び
民

間
と
行
政
と
の
協
働
体
制
の
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
原
動
力
と
す
る
地

方
分
権
時
代
の
自
立
し
た
公
共
経
営
の
確

立
、
住
民
自
治
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。�

�

�

第
六
章
　
2
0
1
5�

　
　
　
　
東
温
市
の
将
来
像�

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
原
則
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
す
べ
て
の
分
野
に
わ

た
っ
て
「
環
境
と
健
康
」
の
重
視
、「
東

温
ら
し
さ
」
の
創
造
と
発
信
、「
協
働
体

制
と
自
立
力
」
の
強
化
を
原
則
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の

中
で
、
子
ど
も
も
高
齢
者
も
、
住
む
人
も

訪
れ
る
人
も
、
産
業
も
文
化
も
、
本
市
の

す
べ
て
の
『
い
の
ち
』
が
常
に
い
き
い
き

と
輝
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
将
来
像
を
『
い
の
ち

輝
き
　
緑
あ
ふ
れ
る
　
東
温
市
』
と
定
め

ま
す
。�

�

■計画の構成と期間�

■２０１５の将来像�

「環境と健康」の�
重視�

いのち輝き  緑あふれる  東温市�

「協働体制と自立力」の�
強化�

「東温らしさ」の�
創造と発信�

基本�
構想�

計画期間�
平成１８年度から平成２７年度までの１０年間�

基本�
計画�

計画期間�
平成１８年度から平成２７年度までの１０年間�

実施�
計画�

計画期間�
３年間�

※ローリング方式により毎年度見直しを行います。�
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１．地球と共生する快適環境のまち�
　環境を重視した特色あるまちづくりを市民と一体になって推進し、地
球と共生する環境先進地づくりを進めます。また、快適で安全・安心な
暮らしが実感できる、質の高い居住環境づくりを進めます。�
�
①環境施策の総合的推進　　　　②公園・緑地・水辺の整備�
③上・下水道の整備　　　　　　④ごみ処理等環境衛生対策の充実�
⑤消防・防災体制の充実　　　　⑥交通安全・防犯体制の充実�
⑦消費者対策の充実�

�
２．みんなが元気になる健康福祉のまち�
　市民一人ひとりが健康寿命を伸ばすことのできる保健・医療環境づく
りを進めるとともに、市民との協働による地域福祉体制づくりを進めます。
また、子育て支援や高齢者・障害者施設の充実を図ります。�
�
①生涯健康づくりの推進　　　　②地域福祉体制づくりの推進�
③高齢者施策の充実　　　　　　④障害者施策の充実�
⑤子育て支援の充実　　　　　　⑥社会保障の充実�
�
�
３．心豊かに学びあう文化創造のまち�
　生涯を通じて心豊かに学びあえる総合的な学習環境づくりと、新時代
の本市を拓く人材の育成を進めます。また、地域特性を生かした文化創
造のまちづくりを進めます。�
�
①生涯学習社会の確立　　　　　②学校教育の充実�
③青少年の健全育成　　　　　　④芸術・文化の振興�
⑤生涯スポーツの振興　　　　　⑥国際化への対応と多様な交流活動の促進�
�
�
４．創造力と活力に満ちた元気産業のまち�
　農産物の｢東温ブランド｣の開発など自立した農林業の確立と、それに
伴う地域環境の保全を目指します。また、商店街の環境・景観整備や観光・
レクリエーション機能の拡充等に務めます。�
�
①農業の振興　　　　　　　　　②林業の振興�
③商業の振興　　　　　　　　　④工業の振興�
⑤観光・レクリエーションの振興　 ⑥雇用・勤労者福祉の充実�
�
�
５．自然と調和する快適な都市基盤のまち�
　計画的かつ調和のとれた土地利用を推進するとともに、人々が集う魅
力ある市街地環境の創造や旧街道等を生かした特色ある景観の形成、定
住基盤となる住宅・宅地の整備を進めます。�
�
①調和のとれた土地利用の推進　②魅力ある市街地の整備�
③景観の形成　　　　　　　　　④住宅・宅地の整備�
⑤道路・交通網の整備　　　　　⑥情報化の推進�
�
�
６．みんなでつくる協働・自立のまち�
　人権教育・啓発活動や男女共同参画社会の形成に向けた取り組みを進め
ると同時に、住民自治に基づく個性豊かな地域づくりのために、市民と
行政との協働体制の強化を図ります。�
�
①人権尊重のまちづくりの推進　②男女共同参画社会の形成�
③地域コミュニティの育成　　　④市民と行政との協働�
⑤自立した自治体経営の推進�

■将来像実現のための６つの政策目標�
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幼
　
稚
　
園
�

�　
幼
稚
園
は
、
幼
児
一
人
ひ
と
り

の
発
達
の
特
性
に
応
じ
、
幼
児
の

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
の
芽
生
え
を
助

長
し
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成

の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
豊
か
な
心

と
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
も

っ
た
幼
児
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
�

　
市
に
は
５
つ
の
市
立
幼
稚
園
が

あ
り
、小
学
校
へ
入
学
す
る
前
の
３
・

４
・
５
歳
児
を
対
象
に
平
成
１９
年

度
の
市
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
受
け

付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
�

�■
入
園
資
格
�

東
温
市
内
に
在
住
し
て
い
る
幼
児
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。
�

①
平
成
１５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１６
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
３

歳
児
�

　（
３
年
保
育
）
�

②
平
成
１４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１５
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
４

歳
児
�

　（
２
年
保
育
）
�

③
１３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１４
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
５
歳
児
�

（
１
年
保
育
）
�

�

■
募
集
人
数
�

各
幼
稚
園
の
募
集
人
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。
�

①
３
歳
児
�

重
信
幼
稚
園
　
　
６０
名
�

北
吉
井
幼
稚
園
　
６０
名
�

川
上
幼
稚
園
　
　
３５
名
�

東
谷
幼
稚
園
　
　
１５
名
�

　
西
谷
幼
稚
園
　
　
１５
名
�

②
４
歳
児
　
各
園
と
も
若
干
名
�

③
５
歳
児
　
各
園
と
も
若
干
名
�

�■
申
込
方
法
�

各
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
幼
稚
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

■
受
付
期
間
�

１０
月
２
日
（月）
か
ら
�

１０
月
３１
日
（火）
ま
で
�

（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除

き
ま
す
）
�

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
�

　（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
�

�■
諸
費
用
�

【
参
考
：
平
成
１８
年
度
】
�

☆
入
園
料
…
５
，０
０
０
円
�

☆
保
育
料
…
５
，０
０
０
円（
月
額
）
�

☆
諸
　
費
…
給
食
、
教
材
費
等
�

�■
問
い
合
せ
先
�

く
わ
し
く
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
、

学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
�

�☆
重
信
幼
稚
園
（
田
窪
１
１
０
８
）
�

 
　
９
６
４
・
３
０
９
２
�

☆
北
吉
井
幼
稚
園
（
樋
口
１
４
０
０
）
�

 
　
９
６
４
・
５
９
５
２
�

☆
川
上
幼
稚
園
（
北
方
甲
２
６
５
５
）
�

 
　
９
６
６
・
３
７
５
５
�

☆
東
谷
幼
稚
園
（
則
之
内
甲
２
９
６
ー
１
）�

 
　
９
６
６
・
３
７
０
８
�

☆
西
谷
幼
稚
園
（
則
之
内
乙
８
３
５
）
�

 
　
９
６
６
・
５
８
５
０
�

☆
学
校
教
育
課
（
見
奈
良
５
３
０
ー
１
）
�

 
　
９
６
４
・
４
４
２
０
�

園児を�
募集します！�
園児を�
募集します！�

平成19年度 幼稚園・保育所�
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保
　
育
　
所
�

�　
保
育
園
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の

た
め
、
子
ど
も
を
家
庭
で
十
分
に

保
育
で
き
な
い
と
き
、
家
庭
に
変

わ
っ
て
保
育
を
行
う
施
設
で
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
、
よ
り
良
い
保
育
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
�

　
市
内
に
は
６
つ
の
市
立
保
育
所

が
あ
り
ま
す
。
平
成
１９
年
度
の
市

立
保
育
所
へ
の
入
所
受
け
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
�

�■
入
所
資
格
�

東
温
市
内
に
在
住
し
て
い
る
幼
児
で
、

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
理
由

の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。
�

①
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。
�

②
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ
て
働
い
て
い

る
。
�

③
妊
娠
中
か
出
産
後
、
間
が
な
い
。
�

④
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
を
有
す
る
。
�

⑤
病
人
等
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し

て
い
る
。
�

⑥
災
害
の
復
旧
に
当
っ
て
い
る
。
�

�
■
申
込
方
法
�

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課
に
あ

る
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�
■
受
付
期
間
�

１０
月
２
日
（月）
か
ら
�

１０
月
３１
日
（火）
ま
で
�

（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除

き
ま
す
）
�

※
出
産
等
年
度
途
中
入
所
を
希
望
す
る

方
も
、
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�
■
保
育
時
間
�

８
時
間
か
ら
１６
時
ま
で
。
た
だ
し
、

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、

早
朝
・
延
長
保
育
を
い
た
し
ま
す
。
�

※
各
保
育
所
に
よ
り
、
保
育
時
間
及
び

入
所
で
き
る
年
齢
等
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
�

■
保
育
料
�

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
�

（
平
成
１９
年
４
月
下
旬
頃
）
�

�
■
問
い
合
せ
先
�

く
わ
し
く
は
、
各
保
育
所
ま
た
は
、

社
会
福
祉
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
�

�☆
双
葉
保
育
所
（
志
津
川
２
１
０
）
�

　
９
６
４
・
２
２
３
３
�

　
９
６
４
・
２
１
６
５
�

☆
南
吉
井
保
育
所
（
田
窪
１
０
９
５
ー
２
）
�

　
９
６
４
・
２
２
３
５
�

　
９
６
４
・
２
２
９
５
�

☆
南
吉
井
第
二
保
育
所
（
牛
渕
２
０
０

３
ー
３
）
�

　
９
６
４
・
３
１
２
２
�

　
９
６
４
・
３
１
７
８
�

☆
拝
志
保
育
所
（
下
林
甲
２
０
３
１
）
�

　
９
６
４
・
３
０
０
３
�

　
９
６
４
・
３
１
４
９
�

☆
上
林
保
育
所
（
上
林
甲
２
５
３
２
）
�

　
９
６
４
・
６
１
１
１
�

☆
川
内
保
育
園
（
南
方
２
７
９
）
�

　
９
６
６
・
２
２
８
８
�

　
９
６
６
・
２
０
８
０
�

☆
社
会
福
祉
課
（
見
奈
良
５
３
０
ー
１
）
�

　
９
６
４
・
４
４
０
６
�

　子どもは、計り知れない可能性を秘めています。私
たち大人は、子どもたちの可能性を伸ばし、よりよい�
未来の担い手となるよう、成長を見守らなければなり�
ません。子どもの数が減少し、社会的な問題となって�
いる中、東温市では未来を担う子どもが力強く、豊か�
に生きていける社会づくりへの取り組みを進めます。�
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あ
な
た
の
家
は
、大
丈
夫
！？
耐
震
診
断
費
用
を
補
助
し
ま
す
！
�

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

『
東
温
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業
』�

『
東
温
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業
』�

　
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

い
つ
か
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
地
震

に
備
え
て
、
あ
な
た
の
家
も
診
断
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
�

　
市
で
は
、「
人
が
住
み
　
人
が
集
う
安

全
・
安
心
な
　
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と

し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る

方
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま

す
。
�

　
な
お
、
東
温
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

�○
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
�

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
�

※
伝
統
構
法
、
枠
組
み
壁
工
法
、
丸
太
組

工
法
、
大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た

工
法
の
も
の
は
、
対
象
外
�

②
階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積
が
５

０
０
2
m
以
下
の
も
の
�

③
次
の
用
途
の
住
宅
が
該
当
し
ま
す
。
�

�・
専
用
住
宅
�

※
共
同
住
宅
及
び
長
屋
住
宅
は
対
象
外
�

・
併
用
住
宅
�

※
延
べ
面
積
の
過
半
の
部
分
が
住
宅
の
用

途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
�

○
補
助
対
象
者
�

 
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
�

○
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
�

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
」

の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
が
、

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
き
実
施
す
る
「
耐
震
診

断
」
�

○
補
助
金
の
額
�

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
、
か

つ
最
高
２
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。
�

○
受
付
期
間
等
�

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
�

平
成
１８
年
１１
月
３０
日
ま
で
�

平
成
１８
年
度
は
３０
戸
の
予
定
で
す
。
�

○
申
込
み
に
つ
い
て
�

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
都
市

計
画
課
窓
口
で
、
事
前
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
の
際
に
、
補
助
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
を
確
認
い
た
し

ま
す
の
で
、
住
宅
の
建
築
年
度
や
構
造

な
ど
わ
か
る
範
囲
で
調
べ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。「
建
築
時
期
の
わ
か
る
も
の
」

と
し
ま
し
て
は
、
確
認
通
知
書
の
写
し
、

建
築
物
の
登
記
簿
等
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
書
類
の
写
し
は
申
請
時
に
必
要

に
な
り
ま
す
。
�

○
問
い
合
せ
先
�

　
都
市
計
画
課
建
築
指
導
係
�

　
　
９
６
４
・
４
４
１
２
�

　
広
報
７
月
号
に
て
配
布
し
た
夏

の
省
エ
ネ
得
々
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
チ

ラ
シ
に
つ
い
て
、変
更
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

�■
提
出
す
る
検
針
票
�

　
７
月
ま
た
は
８
月
分
�

　
　
　
←
�

　
７
・
８
月
に
加
え
９
月
分
で
も
可
�

�■
応
募
締
切
�

　
９
月
２５
日
（月）
�

　
　
　
←
�

１０
月
３１
日
（火）
�

�
　
応
募
す
る
場
合
は
、
前
年

同
月
よ
り
削
減
に
成
功
し
た

検
針
票
（
コ
ピ
ー
可
）
も
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
複

数
月
で
の
応
募
も
可
能
で
す
。

応
募
用
紙
（
チ
ラ
シ
兼
用
）

を
市
役
所
窓
口
、
川
内
支
所
、

中
央
公
民
等
の
窓
口
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
紛
失
さ

れ
た
方
や
足
り
な
く
な
っ
た

方
は
、
ご
自
由
に
お
取
り
く

だ
さ
い
。
�

�



　
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

天
の
川
は
見
え
ま
す
か
？
�

　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
全
国
星
空
継
続
観
察
と
い
っ
て
、
肉

眼
や
双
眼
鏡
な
ど
の
身
近
な
方
法
で
星
空

を
観
察
し
、
空
気
の
汚
れ
具
合
と
街
灯
や

看
板
な
ど
の
明
か
り
で
夜
空
全
体
が
明
る

く
な
っ
て
、
星
が
見
え
に
く
く
な
る
現
象

「
光
害
」
の
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。
�

　
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
昭
和
６３
年
度
か
ら
環
境

省
が
毎
年
、
夏
と
冬
の
２
回
、
行
っ
て
い

ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
も
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
星
の
見
え

方
を
調
べ
、
星
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
！
�

�○
観
察
内
容
�

①
肉
眼
で
天
の
川
の
高
度
が
異
な
る
３
か

所
を
観
察
す
る
。
�

②
双
眼
鏡
で
、
夏
期
は
こ
と
座
の
ベ
ガ
を

含
む
３
つ
の
星
が
つ
く
る
三
角
形
の
中

の
星
の
数
を
、
冬
期
は
す
ば
る
（
プ
レ

ア
デ
ス
星
団
）
を
観
察
す
る
。
�

③
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
星
空
の
真
上
を
観

察
す
る
。
�

※
①
か
ら
③
の
ど
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
�

�○
観
察
期
間
�

・
夏
期
�

　
平
成
１８
年
８
月
１５
日
（火）
〜
８
月
２８
日
（月）
�

・
冬
期
�

　
平
成
１９
年
１
月
８
日
（月）
〜
１
月
２１
日
（日）
�

※
平
成
１８
年
度
は
冬
期
か
ら
の
参
加
と

な
り
ま
す
。
�

�　
く
わ
し
い
観
察
内
容
は
、
参
加
者
に
実

施
の
手
引
き
を
お
送
り
し
ま
す
。
参
加
は

団
体
も
可
能
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
星
空
継

続
観
察
に
参
加
し
て
、
星
の
見
え
か
た
を

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

○
問
い
合
せ
先
�

　
生
活
環
境
課
　
新
エ
ネ
推
進
室
�

　
　
９
６
４
・
４
４
１
５
�

Ｑ
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？
�

　
�

Ａ
次
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
�

�①
公
判
に
出
席
す
る
（
公
開
）
�

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官
と
一

緒
に
、
刑
事
事
件
の
審
理
に
出
席
し
ま

す
。
公
判
は
、
で
き
る
限
り
連
続
し
て

開
か
れ
ま
す
。
公
判
で
は
、
提
出
さ
れ

た
証
拠
物
や
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、

証
人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行
わ

れ
ま
す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人
等
に
質

問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
�

②
評
議
、
評
決
を
す
る
（
非
公
開
）
�

証
拠
を
全
て
調
べ
た
の
ち
、
事
実
を
認

定
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有

罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き

か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し
、
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

③
判
決
宣
告
（
公
開
）
�

評
議
内
容
が
決
ま
る
と
、
裁
判
官
と
裁

判
員
が
法
廷
に
臨
み
、
裁
判
長
が
判
決

の
宣
告
を
し
ま
す
。
�

�Ｑ
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
ま
せ
ん
か
？
�

　
�

Ａ
裁
判
員
の
名
前
や
住
所
な
ど
は
公
に
は

さ
れ
ま
せ
ん
。
評
議
の
際
に
ど
の
裁
判

員
が
ど
ん
な
意
見
を
述
べ
た
か
は
、
明

ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
裁
判
員
の
皆
さ

ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
裁
判

員
や
そ
の
親
族
に
対
し
、
威
迫
行
為
を

し
た
者
を
処
罰
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
�

�

あ
な
た
の
参
加
を
�

お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

広報とうおん  9.1.2006

裁判員制度Ｑ&Ａ�
Vol.2

平成21年5月までに�
裁判員制度が始まります！�



広報とうおん  9.1.2006

　
最
近
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
は
減

少
し
て
き
た
も
の
の
、
携
帯
電
話
や
メ

ー
ル
な
ど
に
よ
る
架
空
請
求
、
不
当
請

求
は
依
然
と
し
て
横
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
詐
欺
ま
が
い
の
方

法
で
「
登
録
さ
れ
た
」
な
ど
と
言
っ
て

一
方
的
に
脅
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。�

　
次
の
事
例
を
参
考
に
そ
う
い
っ
た
架

空
請
求
、
不
当
請
求
に
は
絶
対
に
応
じ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
度
で

も
払
っ
て
し
ま
う
と
、
さ
ら
に
執
拗
な

請
求
、
脅
迫
が
繰
り
返
さ
れ
被
害
が
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

�

相
談
事
例
①�

　
携
帯
電
話
で
着
メ
ロ
の
サ
イ
ト
を
見

て
い
た
が
、
突
然
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

飛
ば
さ
れ
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
登
録
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
携
帯
電
話

の
「
機
種
名
」
「
個
体
識
別
番
号
」
が

表
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
携
帯
電
話
の
「
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
」
も
表
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。�
�

ア
ド
バ
イ
ス�

　
最
近
「
機
種
名
」
や
「
個
体
識
別
番

号
」
の
ほ
か
に
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」

も
表
示
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
分
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
自
分
の
携
帯
電
話
で
確

認
す
る
方
法
を
悪
用
し
て
い
る
も
の
で

自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
自
分
の
携

帯
電
話
の
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
業
者
が
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

こ
れ
だ
け
で
は
法
律
上
契
約
が
成
立
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
無
視

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
だ
け
で
料
金
請

求
を
す
る
の
は
詐
欺
的
な
商
法
だ
と
言

え
ま
す
。
絶
対
に
個
人
情
報
を
教
え
た

り
、
支
払
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。�
�

相
談
事
例
②�

　
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
に
規
約
を
読
ま

ず
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
し
た
。
自
分
の

機
種
で
は
「
携
帯
情
報
を
送
信
し
ま

す
か
」
と
の
問
い
に
「
い
い
え
」
を
押

せ
ば
、
契
約
し
な
い
意
志
表
示
に
な

る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
い
い
え
を

押
し
た
の
に
、契
約
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
サ
イ
ト
で
は
、
ど
こ

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
、
契
約
に
な
る

サ
イ
ト
の
よ
う
で
し
た
。�

�

ア
ド
バ
イ
ス�

　
規
約
を
読
ま
ず
に
ア
ク
セ
ス
し
た
こ

と
は
問
題
で
す
が
、
「
い
い
え
を
押
し

て
契
約
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
民

法
上
の
錯
誤
を
主
張
で
き
ま
す
。
ま
た
、

電
子
契
約
法
第
３
条
の
規
定
に
間
違
え

て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
場
合
で
も
、
事
業

者
が
消
費
者
の
申
込
内
容
な
ど
を
確
認

す
る
確
認
画
面
な
ど
を
設
け
て
い
な
い

場
合
に
は
、
契
約
の
無
効
を
主
張
で
き

る
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

相
談
事
例
③�

　
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
が
来
た
の
で
、

そ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
し
た
。

間
違
え
て
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま

い
登
録
と
な
り
ま
し
た
。
料
金
を
請
求

さ
れ
て
い
る
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し

ょ
う
か
。�

�

ア
ド
バ
イ
ス�

　
間
違
え
て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
わ
け
で

す
か
ら
、
民
法
上
の
錯
誤
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、
電
子
契
約
法
第
３
条
の
規

定
に
間
違
え
て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
場
合

で
も
、
事
業
者
が
消
費
者
の
申
込
内
容

な
ど
を
確
認
す
る
確
認
画
面
な
ど
を
設

け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
契
約
の
無
効

を
主
張
で
き
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

あ
わ
て
な
い
で
…�

あ
わ
て
な
い
で
…�

医療制度改革について�



1
．
興
味
本
位
で
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
す

る
の
は
や
め
よ
う�

�

　
業
者
は
ま
す
ま
す
巧
妙
な
手
口
を
考

え
出
し
、
料
金
を
払
わ
せ
よ
う
と
狙
っ

て
い
ま
す
。
最
初
に
「
有
料
」
な
の
か

「
無
料
」
な
の
か
、
利
用
規
約
は
あ
る

の
か
、
な
ど
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

送
信
者
名
、
内
容
に
心
当
た
り
が
な
い

メ
ー
ル
に
書
か
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
に
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。�

�

2
．
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
会
社

名
な
ど
か
ら
個
人
情
報
は
伝
わ
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
過
度
に
不
安
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
場
合
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
、
携
帯
電
話
会
社
名
等
が
相
手
の

サ
イ
ト
へ
伝
わ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
表
示

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
ア
ク

セ
ス
し
た
人
を
特
定
さ
れ
た
り
、
重
大

な
個
人
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
過
度
に
不
安
に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
わ
て
て
業
者
へ
連
絡
を
取

る
こ
と
は
、
新
た
な
個
人
情
報
を
知
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ

い
。�
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■改正内容（　　部分）は次のとおりです。�
①高齢者(７０歳以上)の患者負担の見直し�
現役並み所得者(※1) ：２割 → ３割�
その他高齢者　　　  ：１割（変更なし）�

　�
②高額療養費の自己負担限度額の見直し�

③人工透析を要する上位所得者の自己負担額の見直し�
 高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の場合、１ヶ月の自己負
担額は１万円までとされていましたが、慢性腎不全で人工透析を要する上
位所得者（※２）については、自己負担限度額が１万円から２万円に引き上げ
られます。�
（※２）所得基準：基礎控除後の総所得金額が６００万円（平成１８年９月まで６７０万円）を超える世帯�

�
（※1）所得基準：１４５万円以上�

収入：高齢者単身世帯３８３万円以上�
       高齢者複数世帯５２０万円以上�

医療制度改革について�医療制度改革について�
　国民皆保険を堅持し、将来にわ
たり医療保険制度を持続可能なも
のとしていくため、平成１８年１０月
から国民健康保険をはじめ、各種
医療制度が段階的に変わります。�
　これから定期的に、制度改革に
ついてご報告して参りますので、
皆様も今後の動向に注目してくだ
さい。�

139,800円＋     �
{(医療費－
466,000円)�
×１%}�
�
72,300円＋      �
{(医療費－
241,000円)�
×１%}�
�

35,400円�

3回目まで�

上位所得者�
(※2)

一　般�

一　般�

低所得Ⅱ�

低所得Ⅰ�

住民税�
非課税世帯�

�

70歳未満� 4回目以降�

77,700円�

40,200円�

24,600円�

150,000円＋�
{(医療費－
500,000円)�
×１%}�
�
80,100円＋          �
{(医療費－
267,000円)�
×１%}�
�
35,400円�
（据え置き）�

�

80,100円＋�
{(医療費－
267,000円)�
×１%}�

4回目以降�
44,400円�

�

44,400円�
�

�
24,600円�
（据え置き）�

�
15,000円�
（据え置き）�

外来＋入院�
（世帯単位）�

72,300円＋   �
{(医療費－
361,500円)�
×１%}�

4回目以降�
40,200円�

�

40,200円�
�
�

24,600円�
�
�

15,000円�
�

外来＋入院�
（世帯単位）�

外来�
（個人単位）�

12,000円�
（据え置き）�

8,000円�
（据え置き）�

44,400円�

外来�
（個人単位）�

70歳以上�

現役並み�
所得者�
（※1）�

12,000円�

8,000円�

40,200円�

3回目まで� 4回目以降�

83,400円�

44,400円�

24,600円�
（据え置き）�
�
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　毎日いきいきと元気に過ごせるために、生活習慣病の予
防やこころの健康づくり等について、次のとおり6回コース
で健康講座を開催します。�

【受付時間】開催時間の30分前より、受付を開始します。�
【参加費】無料�
【申　込】健康推進課まで申し込んでください。�
�

�

　
働
き
ざ
か
り
の
年
代
頃
か
ら
し
の
び

よ
っ
て
く
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
を
中
心
に
、
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
過
ご
す
た
め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

お
話
や
簡
単
な
実
技
も
交
え
、
み
ん
な

で
考
え
ま
す
。�

　
仕
事
、
仕
事
と
普
段
忙
し
く
、
自
分

の
健
康
管
理
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
働
き
ざ
か
り
の
方
こ
そ
、
健

康
第
一
で
す
！
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

を
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？�

��

　
日
本
人
の
三
大
死
因
は
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
で
す
が
、
心
臓
病
と
脳
卒

中
を
合
わ
せ
た
循
環
器
病
を
引
き
起
こ

す
原
因
は
「
動
脈
硬
化
」
で
す
。�

　
「
動
脈
硬
化
」
の
危
険
因
子
と
い
え
ば

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
有
名
で
す
が
、
最

近
の
研
究
で
は
、
肥
満
（
特
に
内
臓
の

ま
わ
り
に
付
着
し
た
脂
肪
）
が
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
、
よ

り
「
動
脈
硬
化
」
に
な
り
や
す
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
る
の
が
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
』

と
言
い
、
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
日
本
の
中
年
男
性
の
４
分
の
１

か
ら
半
分
近
く
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
か
そ
の
予
備
軍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

�【
時
　
間
】
　
午
後
７
時
〜
８
時�

　
　
　
　
　
（
受
付
：
６
時
３０
分
〜
）�

【
場
　
所
】
　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー�

�

※
注
意
事
項�

・
１
回
目
：
（
お
持
ち
の
方
の
み
）
最

近
行
っ
た
健
康
診
査
の
結
果
（
Ｈ
１８

〜
Ｈ
１７
年
度
の
も
の
）
も
し
く
は
血

液
検
査
の
結
果
（
中
性
脂
肪
や
血
糖

値
な
ど
が
わ
か
る
も
の
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。�

・
３
回
目
：
簡
単
な
実
技
を
行
い
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

■
連
絡
先�

　
東
温
市
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課
　�

　
　
９
６
４
・
４
４
０
７
　�

　
川
内
健
康
セ
ン
タ
ー�

　
　
９
６
６
・
２
１
９
１�

9／12（火）�

日　程� 講　　　師�内　　　容�

気になるウエスト��
～内臓脂肪のたまる生活とは？～�

愛媛大学医学部�
公衆衛生・健康医学講座�
医師　渡部　和子�

9／28（木）�バランスのとれた食生活ですか？�～自分にあった量を知ろう！～�
東温市管理栄養士�
宮内　嘉珠�

10／19（木）�運動不足を解消して健やかな身体へ�
～帰宅後のeasyトレーニング～�

健康運動指導士�
齊藤　正訓�

10／27（金）� タバコの止め方、止めさせ方� みかわクリニック�
医師　豊田　茂樹�

9／29�
（金）�

日 程� 場　所� 講　師�内　　容�開催時間�

14：00～�
15：30 中央公民館�

講演「糖尿病と肥満-太っ
ていると糖尿病になりや
すい？‐」�

愛媛病院�
診療部長�

久保　義一先生�

3／14�
（水）�

14：00～�
15：30 中央公民館�

講演「笑ってためる健康
貯金-落語で笑ってみま
せんか-」�

財団新居浜病院�
副院長�

枝広　篤昌先生�

12／11�
（月）�

13：30～�
15：00

川内�
健康センター�

講演「歯周疾患は生活習
慣病-歯と歯ぐきのケア
について-」�

東温市�
歯科医師会�
医師�

2／13�
（火）�

13：30～�
15：00

川内�
健康センター�

講演「更年期からの健康
づくり‐更年期のからだ
と心‐」�

愛媛大学�
公衆衛生学�

渡部　和子先生�

1／18�
（木）�

13：30～�
15：00 中央公民館�

講演「睡眠をとって健康
貯金‐よい睡眠がとれて
いますか-」�

愛媛大学�
神経精神科�

掘内　史枝先生�

10／17�
（火）�

13：30～�
15：00

川内�
健康センター�

講演「はつらつ高齢者の
うつ予防‐地域で元気に
過ごそう‐」�

愛媛大学�
医師�

■夜間健康セミナー日程表�

【持参品】　筆記用具�
【申　込】　下記連絡先にお申込みください。�



※なお、記載内容については、工期等の変更が行われる場合があります。�

工事（業務）概要�
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●東温市で執行した入札結果は次のとおりです。�

双葉保
育所等�
�
市内�
�
�

松瀬川�
�
�
西岡�
�
�

松瀬川�
�
�
市内�
�
�

志津川�
�
�

山之内�
�
�

山之内�
�
�

山之内�
�
�

河之内�
�
�

河之内�
�

河之内
則之内�
�

市消防
本部�
�

市消防
本部�
�

市消防
本部�
�

市消防
本部�
�
南方�
�
�
市内�
�
�
南方�
�
�
南方�
�
�

志津川�
�
�

志津川�
�
中央�
公民館�
�
吉久�
�
�

北沢産業㈱松山支店�

㈱親和技術�
コンサルタント�

森本建設㈱松山本社�

太平ビルサービス㈱
松山支店�

㈱塩坂建設�

協和道路㈱�

アカマツ㈱�

南海測量設計㈱�

南海測量設計㈱�

南海測量設計㈱�

南海測量設計㈱�

南海測量設計㈱�

南海測量設計㈱�

㈱岩本商会�

㈱岩本商会�

㈱岩本商会�

小川ポンプ工業㈱�
松山営業所�

㈱親和技術�
コンサルタント�

松山薬品工業㈱�

㈱奥村組四国支店�

㈱アイホー大阪支店�

森貞建設㈱�

藤岡萬建設㈲�

㈲デザール�

㈱ダイキアクシス�

1,144,500円�

16,905,000円�

8,085,000円�

1,890,000円�

61,740,000円�

51,450,000円�

（月額）11,865円�

19,740,000円�

5,460,000円�

1,102,500円�

30,765,000円�

9,450,000円�

420,000円�

2,200,000円�

1,155,000円�

1,491,000円�

1,071,000円�

2,446,500円�

5,777,625円�

703,500,000円�

257,460,000円�

3,412,500円�

2,604,000円�

672,000円�

3,150,000円�

ガスフライヤー・ガスコンロ
購入�
�
公共下水道事業現場監理委
託業務その2�
�
横灘団地カメラ調査委託業務�
��
ツインドーム体育館・アスレ
チックジム定期清掃業務�
�
天神鳥ノ子線道路改良工事�
�
上下水道事業関連道路舗装
補修工事�
�
北吉井小学校・重信中学校
印刷機借上業務��
地籍測量・地籍測定業務（重
信地区）�
�
一筆地調査業務（重信地区）�
�
過年度数値情報化業務（重
信地区）�
�
地籍測量・地籍測定業務（川
内地区）�
�
一筆地調査業務（川内地区）�
�
過年度数値情報化業務（川
内地区）�
�
軽四輪小型動力ポンプ積載
車（１台）購入�
�
小型動力ポンプＢ－3級（1台）
購入�
�
消防職員被服貸与品購入�

�
東温市消防団雨衣購入�
�
�
町裏地区浸水対策設計業務�

�
市指定ごみ袋作成業務�
�
東温市学校給食センター新
築工事�
�
東温市学校給食センター厨
房設備製作設置工事�
�
重信中学校ブロック塀改修
工事�
�
北吉井小学校北校舎トイレ
改修工事�
�
重信地区分館旗作成業務�
�
川内浄化センター汚泥処理
設備維持修繕工事ー１�

双葉保育所等のガスフライヤー・ガスレンジを購
入する。  �
  �
公共下水道事業の現場監理業務を委託する。  �

  �
横灘団地の下水管内調査等の業務を委託する。  �
  �
市民体育館・アスレチックジムの定期清掃業務
を委託する。年2回  �
  �
天神地区と鳥ノ子地区を結ぶ市道改良工事。�
Ｌ＝113.2m　W＝4（5）m  �
  �
道路舗装補修工事。Ａ＝20，750m2�
  �
北吉井小学校と重信中学校の印刷機の借上業務
（60か月間）  �
  �
山之内地区の地籍測量・地積測定業務を委託する。
  �
  �
山之内地区の一筆地調査業務を委託する。  �

  �
山之内地区の過年度数値情報化業務を委託する。
  �
  �
河之内地区の地籍測量・地積測定業務を委託する。

  �
河之内地区の一筆地調査業務を委託する。  �
  �
河之内・則之内地区の過年度数値情報化業務を
委託する。  �
  �
市消防団第6分団第2部に配備する軽四輪小型
動力ポンプ積載車を購入する。  �
  �
市消防団第3分団第2部に配備している小型動
力ポンプを更新（購入）する。  �
  �
消防職員に貸与する活動服等を購入する。  �

    �
市消防団員に配備する雨衣200着を購入する。  �

  �
町裏地区の浸水対策測量設計業務を委託する。  �
  �
東温市指定ごみ袋（燃やすごみ用）を作成する。
大45万枚　小85万枚  �
  �
鉄骨造一部2階建　建築面積2，504．81m2の新
築工事一式。  �
  �
かま、調理台、流し、食器洗浄機、消毒保管庫、揚
物機、焼物機、冷蔵庫、蒸物機他の製作設置を行う。 �
 �
テニスコート北付近の破損ブロック撤去新設。
90ｍ（6段）  �
    �
北校舎トイレブース・清掃用具入れ戸の撤去新設。�

�
旧重信地区の分館旗を作成する。22分館分  �

�
濃縮汚泥引抜ポンプ（2台）分解修理。 �
  

H18.6.29�
～H18.7.31�

H18.7.1�
～H19.2.28�

H18.6.29�
～H18.8.31�

H18.7.6�
～H19.3.20�

H18.7.7�
～H19.2.28�

H18.7.7�
～H19.3.23�

H18.8.1�
～H23.7.31�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.6�
～H19.3.16�

H18.7.13�
～H18.11.13�

H18.7.13�
～H18.8.14�

H18.7.13�
～H18.10.10�

H18.7.13�
～H18.9.11�

H18.7.13�
～H19.3.23�

H18.7.13�
～H18.9.12�

H18.7.28�
～H19.3.15�

H18.7.28�
～H19.3.20�

H18.7.21�
～H18.8.31�

H18.7.21�
～H18.8.31�

H18.7.20�
～H18.10.6�

H18.7.21�
～H18.8.25

6/28

7/5

7/12

7/13

7/19

入札日� 場　所� 税込落札金額�工　期�工事（業務）名� 落札業者�

（平成18年6月28日～7月19日分）�

　市では、広く行政情報を公開し、事務事業の執行の透明
性を確保するよう努めています。その一環として、指名競
争入札の透明性を図るため、入札結果も公表しています。
公表の対象となるのは、市が発注した工事で、指名競争
入札によって契約した工事です。�


